
















2012年 3月の WNo.23 r和歌山市の幹線公共交通網の再構築に関する研究J 和歌山市
交通まちづくり研究会報告書~ (代表研究者:il:本勝久 ・和歌11大学経済学部教授uを
提出するまでにいたっております。現在も、 f和歌山市まちづくり Jr和歌山市交通まち













仁妓吉伸 ・和歌山県知事は折に触れて、和歌iJJは 「課題先進県j であると述べられて
いるようです。これは、東京大学総長を務められた小宮山宏先生が書かれて話題となっ
た p課題先進国 J 日本一キャッチアップからフロン ト ランナーへ~ (2007年刊)にある
議論を受けたものです。 日本という国家は、人n動態に関わっての少子高齢化、経済に
関わってのデフ レ、低成長、さ らにはエネルギーや自然環境にまつわる諸問題な ど、さ
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理事長のごあいさつ
まざまな課題に直面している。いずれの課題も、世界中の国家の目前にある、あるいは
遠くない将来目前に来るものである。 EI木が先に直両しているそうした諸問題の解決に
向けて、 fフロントランナーJとして努力を払っていく 。解決の腕には、日本は世界にお
ける真の「フロントランナーJとなり得る。 こうした議論が展開されています。
仁坂知事は、日本の各地域の中でも和歌山という地域は、こうした諸問題に早くから、
そして由々しきものとして存在していることを指摘されているのです。そして、その解
決に向けて全力を尽くし、和歌山は課題解決先進県とならねばならぬ、と主張されてい
ます。
現在の和歌山と他地域、現在の和歌山と過去の和歌山。各極の調査結果を見る限り、
知事:の指摘は実態を正確に反映したものであります。また、そうした課題の解決に向か
わねぽならないとの主張にも当然、首肯するものであります。
機構としては、こうした諸課題の解決につながりうる研究を進めてきておりますが、
今後も地峨が抱える経済、社会に関わる問題の解決の一助となれるよう、機構の活動を
さらに荷発なものとしていきたいと考えております。
皆さまの本機構へのさらなるご支媛を宜しくお願い致します。
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